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将来計画検討委員会第三次答申
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関 係行政区域｜ ＝ 羅 賢。地区名〕 ｜田辺町〈宮津，一山木，多々 ，普寺地区〉
O函~があ聞現農水田る辺。在地系は町南部の宮津地区から普賢寺にかけての丘陵地一帯で， 南側は精華町に接している。約300haで，現在このうち約70haが市街化区域，残り約23Qhaが市街化調整区域で




調査項目 地域の特性 ｜ 開発に伴う留意事項
｜ 土地利用鴻認組閣議3~~盟誠 0左記巴含まれて
｜ 計 画れている。 は，地万町，地区との調整か必要。
為討は，さ緊本れ喜Ah郡＝。都回市世計マ＝拘画lftc市Z街A地b整妥τt備基本計函』 O本地域の尾根の西側斜面の造成を予定する
社 ｜ 道 路 版必縦断諜会’ノミ照丸五場合，バイパス計画との調整が必要と思われ
討ている る。
一一一一 。
会諸計画 ｜鉄 道lo近鉄京都線（三山木駅），国鉄片町線（上回 O周辺地成の開発により既存線の補強が必要
｜ ｜辺駅）があり，共に最寄駅まで1～2.5回。 であるとともに，近鉄新線の構想がある。
的 上水道 O町の上水道第6次拡張計画では，市街化区 O市街化調整区域部分句開発については，町
域部分は配水区域となっている。 の上水道計画との調整か必要。
0府の下水道計画では市街化区域部分は木 0 等 調道整計条 下水道津川左岸流域下水道計画の計画区域に入って 市街化 区域部分の開発については，府
いる。 の下水 画との調整が必要。
0市街化区用域は市地に街区つ化域い調とて整なは区っ，域て第1種住専地域 0 街地市化区街域区化調整区域引も除にきついて必調は整， 要基本的には市件法的土地利用規制Jで，その他 である。 域への線 変更が 。また，愛用
0一部か良 いる。 について 外等の か必要。
0高圧線が地域内の南部と北部～西部にかけ O大幅な謹成を行う場合は，高圧線との調整
そ の 他てとの2本が通過している。 題が必に要な。ろ付う。に，尾根の西側斜面の高圧線が問
0標高50～150mで，一部に人工改変地など 0 地尾側形根斜 ・地質とも書票に適しているが，西部
をむ丘俊 ある。 で がやや傾 であることと尾狼の
地形 ・地質 O合傾斜度は地大体でのところ3防（げ）以下であ 西 蓄が傾動地 去っているので，地す
自 1-.ih留は大阪層群を中心に周辺部には沖積層 べりなどに注意す である。
Lがノ分’U布S司 している。
0？ヌギ ・コナラを主体林竹とした落葉広楽蘭貴樹積重林をな 0樹高の高下緑い落査広葉樹林が普賢寺川樹沿といの
やアカマ で 林かなりの 丘陵斜面部にられるこのような は
然 植 生 植O占く生め， マる亙いツ林ずれが主も2，次で保も護すべき 開発後の地計においた活用するこ禁望
はツの枯られ損やなか人工った品。市地， 草地などが多 ましし、。
的 植生的にはそれほ同λZど乙ではなし、。
文 化 財 O地域内には，，重文などの所在地はないが， O開発に際しては，調査が必要と思われる。
若干の埋蔵文化財がみられる。
条 l
0域策遠定に藤つさ川流域及び現市街化区域の普賢寺川流 0 井関池路川及び市街化調整区域の普賢策ど寺川流調域が治 水 いては，開発を前提とした改修計画がの発に関しては，新たな治水対として
件 れている。 整や雨水貯留中小空間の設置なの検討
必要。
そ の 他。本地域を流域とする河JIIから決業用の取水 O開発後の段業用水確保及び水質保全に十分
が行われている。 配慮すべきである。
0 。高各種の条件からみて，地域評か価間の中央部一帯が O全体としては，開発可能地として評価さ
総 合 評 価 いランクで開発可能地と される。 れ，今後の検討の重点地威になるものと考え
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